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論文の内容の要旨

本研究は異材接合に有利なエポキシ系接着剤を用いた場合、その継手強度を実験、解析面から総合的に考

察し、様々な継手形状に対しその特性を明らかにしたものである。工業分野にも多用されるステンレス鏑と

アルミ合金を供した異材接合継手に対して、接着層厚さが強度や破壊特性に及ぼす影響を調べた。まず、突

合せ継手の破断面を詳細に調べ、汎用数値解析コードを利用し、応力集中の最も大きい界面コーナーで破断

が生じることを示した。界面に付与した人工き裂の破壊が凝集破壊を引き起こす場合には接着層厚さに依ら

ずjクライテリオンが有効であることを示した。次いで、、スカーブ継手試験では、ステンレス鍋界面コーナー

から破壊が生じ、アルミ合金側に移行することを数値解析で明らかにした。また、人工界面き裂を導入した

場合、 jクライテリオンは接着層厚さに依存しないが、接合角度に依存する。さらに、せん断継手試験では

破壊形態はすべてアルミ合金界面で生じ、 jクライテリオンは接着層厚さに依存する。これらを総合して、

き裂なし異材継手の強度はすべて界面特異性パラメータ Hを用いて予測が十分可能であり、界面き裂付き

異材継手の場合、凝集破壊ではjクライテリオン、界面破壊では Kクライテリオンが有効であることを示し

た。さらに、強度の統計解析を行い、異材継手の強度の信頼度はワイブル係数により求まり、接着層摩さや

接合角度が増加するとバラツキが大きく信頼度が低下することが分かった。また、現実的な選択として、接

着膚厚さがO.lmm、接合角度が450

の異材スカーフ継手が有望であることを示した。

審査の結果の要旨

近年、接合方法として有力な接着剤を異材継手に応用し、様々な継手形状に対して接着層厚さの影響を多

角的に調査した点で高い評価と学術的な知見を得た。接着層の複雑な破壊形態を簡潔に分類し、特異性パラ
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メータや破壊力学パラメータの適用範囲を明確に示しており、かつ、統計的な処理によって実用化に向けた

貴重なデータの蓄積が得られたと言えよう。工業的にも学術的にも今後の幅広い応用が期待される。

平成 23年5月 31日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論

文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合

格と判定された。

上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格

を有するものと認める。

49 


	0048
	0049

